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今日の京都 

今朝の新幹線の窓からの富士山 



今日の富士山 

今朝の新幹線の窓からの富士山 



熊本・阿蘇山 

今朝の新幹線の窓からの富士山 



阿蘇の山並み 

今朝の新幹線の窓からの富士山 



阿蘇の風力発電機 

今朝の新幹線の窓からの富士山 



前回の復習 



日本企業の世界進出マップ  

今朝の新幹線の窓からの富士山 



日本企業の世界進出 

今朝の新幹線の窓からの富士山 

現地法人数 従業員数 

アジア ３７７０ →  ６６３２ 

 

８０万 →  １３８万 

 

北米 

 

２７６６ → ４０９１ ３９万 →   ６２万 

ヨーロッパ 

 

１８０５ → ３４４７ １２万 →  ２６万 

１９８８年 → １９９４年 



東アジア 



アジアと日本の分業体制 

今朝の新幹線の窓からの富士山 

アジアと日本の分業体制 
 日本から主要部品供給、アジアで組立 ７９％ → ５５％ 

 日本で設計、部品は現地調達      ４１％ → ５９％ 

 現地で製品設計、部品調達       １２％ → ４２％    
アジアで部品生産、日本で組立     １０％ → １７％ 

  
アジア域内の拠点間分業体制  
 アジアの複数拠点で工程分業      １８％ → ３２％ 

 アジアの複数拠点で製品差別化分業  １３％ → ４２％ 

 アジアの複数拠点を統廃合         ６％ → ２４％ 

１９９４年 → １９９８年 



国別輸出入割合 

今朝の新幹線の窓からの富士山 



中国向け輸出の財の流れ 

今朝の新幹線の窓からの富士山 



前回の復習 

おわり 



中小企業の国際化の事例をみる 

自転車工業 



自転車工業の国際化 

堺・自転車工業産地 

  産業集積地：大田区、東大阪  空洞化 

 

堺の自転車業界： 
１９９０年代半ば以降、中進国の追い上げと 

急激な為替変動で多くの企業が経営困難に陥り
、産地としての崩壊の危機に直面。  

他方で、寡占企業が生まれる、二極化 

テーマの概要 



自転車の写真 



自転車屋さん 



ホームセンター 



日本地図 



堺の地図・場所 



与謝野晶子生家跡  

与謝野晶子は、菓子商駿河屋の娘として生まれ
てから、鉄幹に出会い家を出るまで堺ですごしま
した。生家跡には「海こひし潮の遠鳴りかぞへつ
つ少女となりし父母の家」の歌碑があります。  

与謝野晶子 



千利休屋敷跡  

大永2年(1522)に堺の豪商の長男として生まれた千利休は、
若くして茶湯を学び、信長、秀吉の茶頭をつとめ、わび茶を
大成しました。屋敷跡にはひっそりと 椿の井戸が残ってい
ます。  

利休 



旧鉄砲鍛冶屋敷  

種子島に伝わった鉄砲の製法を橘屋又三郎が堺に
伝えてから、堺は日本一の鉄砲産地になりました。
現在、江戸時代の鉄砲鍛冶屋敷の姿を留めている
唯一の建物です。（内部非公開） 

鉄砲鍛冶 



戦前の堺の自転車工業 
１９２３年には生産額で全国の５０％を占める。 
大阪に隣接していたため。 

 
輸出先：中国、東南アジア 
      価格はヨーロッパ製の半分以下 
 
品質的には「安かろう、悪かろう」の粗製乱造、 

戦前 



戦前の自転車生産 



戦後 

１９５３年の１４７２社をピークに大幅に減少 
従業員数も３万人から半減 

 
出荷額のシェア： 
１００人以上が６０％を占めている、 
 
二極化 

戦後 



規模別変化 



自転車工業は様々な部品業者から成り立っ
ている。 
フレーム、泥除け、ハンドル、ブレーキ 
スポーク、ハブ、チェーン、ペダル、サドル 
スタンド、ベル 等 
 
小さな部品業者と 
完成車メーカー 

部品と組立 



0%

20%

40%

60%

80%

100%

1953 1980 1990 1993

１人～９人 １０～１９ ２０～２９ ３０～４９
５０～９９ １００～２９９ ３００以上

事業所数割合の変化 



事業所数と出荷額 
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企業規模 



堺の全国比 



堺市の自転車製造に占める割合： 
全国で２０％を占めているが、 
出荷額が１９８７年以降急増、 
１９９３年４７％占める。 

 
１９８５年のプラザ合意以後の円高で輸出が
困難になり、輸入攻勢がつづき、廃業・転業 

 

堺市のシェアが大きいのは、 
変速機のガリバー企業 シマノがいるため。 

堺の状況 



輸出の推移 



生産高： 
１９６０年に３００万台、１９７１年までに４００万台 
１９７２年には７００万台、１９７３年９００万台、 
以後は ７００万台で推移 

輸出： 
１９６０年ごろからアメリカへ 
１９６９年１００万台、１９８５年プラザ合意後激減 

輸入： 
１９８６年から本格化、 
１９９５年には国内市場の３分の１ 
 

完成車メーカー：全国に４０数社、堺に１３社 
    工業型１０社、商業型３０数社（小規模） 

生産高と輸出  



完成車の輸出が８５年以降激減 
部品輸出は依然６０％を超えている 
 

アメリカ輸出を後退させながら、 
台湾がアメリカ向け輸出第１位、 
 
台湾製の完成車に日本製部品が組み込まれ、 
間接的に輸出されている。 
ユーザーが日本製部品を指定する。 
国際分業体制 

国際化 
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１９８０年代半ばの円高を契機に、 
台湾、中国から集中豪雨型輸入 

 
アジアからの輸入の大部分は、 
台湾を除き、 
日本企業の海外進出工場や 
現地企業との合弁企業からの逆輸入 

輸入の増加 



商業型メーカーとの間の 
         ＰＢ（プライベートブランド） 
 
従来の販売方法 
完成車メーカー→卸問屋 → 小売店 → 消費者 

変化 
完成車メーカー → 量販店 → 消費者 
 
流通経路の簡素化により 低価格化 

価格形成力が量販店に移行する、 
産地の維持ができなくなる、 
堺にいる必要がなくなる。産地崩壊 

販売ルートの変化 



完成車の価格
推移 



完成車の価格推移 
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国産・輸入自転車販売台数 



撤去自転車 



撤去自転車輸出 



シマノ 

堺から世界的な企業へ 
  シマノ 
    自転車部品専業メーカーとして 
      独自の規格 
    国際化戦略  
      販売拠点・生産拠点 
 
 



まとめ 

日本の 自転車工業の歴史 
 
戦前 
  海外・主に東南アジア・中国へ輸出 
     廉価品輸出 
戦後 
  １９６０年代から８５年まで 
   ６７年には世界最大の輸出国 
   輸出 主にアメリカへ 高級車 
  ８５年以降 
   輸入の急増 台湾・中国から 
   日本の企業の海外進出 



新たな取り組み 

新たな取り組み 
 
 電動自転車 
 
 新商品開発 
   空気ポンプの要らない自転車  
   こけにくい自転車 
   充電する自転車 
   地域ブランド 



こけにくい自転車 



茅ヶ崎ブランド自転車 



高級ブランド自転車 

大阪の中小企業 
３５社による異業種 
交流会「フォーラム・
アイ」 
ビジネスマン向け自
転車 
高級ブランドをめざす 



電動自転車 



新電動自転車 



対輸入品スクラム 



ＢＡＡマーク自転車 



中野鉄工所 

今週の元気企業 



ビデオ鑑賞 

夢の扉 

  なにわのエジソン 

  日本を救う大発明 

ＴＢＳテレビ：２００５年４月２４日放送 

                  ２３分 

空気ハブ.mpg
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